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緒 言

医薬品を処方する際､ 情報は必要不可欠のものであり､ 情

報を付加して初めて単なる化学物質が疾病の治療に有用な医

薬品として機能する｡ 言い換えれば医薬品とは ｢情報蓄積化

合物｣ とも言える｡ 2002 年の医療保険制度改革により､ 後

発医薬品の普及を計るために後発医薬品を使用した場合に診

療報酬上のインセンティブを与えるシステムが導入された｡

今後､ 後発医薬品の普及には安定供給とともに医療現場へ

の情報提供も重要な要素となると考えられる｡

情報提供の重要な手段の一つとして添付文書をみた場合､

同じ成分でも添付文書間で情報に差異があるのかどうかにつ

いて下記に示すように調査し､ 分析した｡

�先発医薬品の添付文書と後発医薬品の添付文書の比較

を中心に調査を行った｡

�さらにその中の数品目について 2 年後の平成 15 年に追

跡調査を行い､ その結果を分析する｡

方 法

１. 調査対象

各薬効群から後発医薬品の数の多い 10 成分を選択し､ 入

手できた 152 添付文書を対象とした｡

２. 調査方法

１) 第１回目の調査 (平成 13 年 4 月)

各成分ごとにこれらの添付文書の各項目について①記
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ジェネリックを考える

表１ 調査した成分名と添付文書数
成 分 名 添付文書数

アルファカルシドール 11
イコサペント酸エチル (軟カプセル剤) 20
塩酸チクロピジン 16
塩酸ジルチアゼム 14
塩酸ニカルジピン 17
クロモグリク酸ナトリウム (点眼剤) 16
ジクロフェナクナトリウム 13
セファクロル 10
テプレノン 11
ロキソプロフェンナトリウム 24

計 152


